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決
U
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
た
け
を
木
源

と
し
、

f
b小
川
川
の

K
引
効
火
円
は
い
か
4

-

卜

ι

卜
刀
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
九
の
を
い
い
ま

f
'
d
n
w
浦

υ明
男
用
水
道
=
、
法
の
国
明

要
で
す
。

次
に
、
給
ぶ
施
設
を
管
煙
す
る
し
し
で
、

注
意
す
ヘ
き
点
を
二
、
三
あ
け
て
み
ま

白

『

》

ト

ム

F
F
q
J
O

及
率
が
九

C
%以
上
に
な

っ
た
下
川
原

柳
町
、
木
町
、
田
町
、
馬
場
町
の
四
積

立
組
合
に
も
、
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
四
積
立
組
合
の
他

す に 言炎
下 。な員
水 つや
事 て 下
川、，

H 水主
用 洗 指

E 化定
月 そ長E信
で 及 虐

;さ2
* 正緒
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3月21日、市内各小学校で乍業式が行われました。

今年は、全小学校で1，775人の児童が卒業し、あニヵ、hの中学生になりま j

わ 「仰.n
V目 IHT'イ
しへ) ノ

?馬・はさ
訂f易. 、ん

手町.nhh 
L '- f1 qョ
まのィ央
て議ノ
v りさ ピ

で人 円

売中下
プ央 I1卜
お二 「点・

( "5:立は小泉小学校ての 1コマ )

市民の動 き
( 3 fj 1円現在)

主な内容

交通対策課新設により総合交通対策を推進・…・・…- .2ページ

(十23)111，954人総人口.......3ページまちゃ山を緑でつつもう、緑化木を無料ii.良イt・・一

( +13) 54，633人男..4へーンし尿くみ取リ料金、 18e 91円に改定・

(十10)

33，244世帯 ト 44)

( )内はrjiiパ比 :t 

57，321人女

世帯数

.........5ペーン

6へー/

..7べー/

J俸の交通安全運動・....

フィールドアスレチ yク4月18日制オーフ/・・・

a 行I~安 ~. .I_..田市中小企業融資制度 4jJ 1 E:lかん
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市
役
所
の
事
務
組
織

市
役
所
の
事
務
組
織
が
、
四
月
一
日

か
ら
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
、

こ
の
ご
ろ
の
厳
し
い
行
財
政
の
効
率
的

運
営
が
強
く
望
ま
れ
、
時
代
に
即
応
で

き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
処
し
て
、
市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、
庁
内
機
構
を
全
体
的
に
見
直
し

を
し
た
結
果
、
改
善
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
主
な
変
更
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
務
部
と

企
画
財
政
部
を
再
編

ま
ず
、
総
務
部
と
企
画
財
政
部
の
組

織
を
再
編
し
、
企
画
財
政
部
を
「
財
政

部
」
と
改
め
ま
し
た
。

人
事
、
企
画
調
整
、
行
政
組
織
な
ど

に
つ
い
て
は
総
務
部
に
、
財
務
、
管
財
、

税
務
は
財
政
部
に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
画
財
政
部
に
置
か

れ
て
い
た
企
画
課
を
「
企
画
調
整
課
」

と
改
め
、
総
務
部
に
移
し
ま
し
た
。

ま
た
、
庶
務
課
を
「
総
務
課
」
と
し
、

行
政
組
織
の
業
車
f
z定
実
し
&正
し
た
。

づ

で

部
変
わ
る

今
ま
で
総
務
部
に
置
か
れ
て
い
た
、

市
民
税
、
資
産
税
、
収
税
各
課
は
、
財

政
部
に
移
り
ま
し
た
。

社
会
部
の
新
設
と

社
会
課
に
青
少
年

対
策
室
を
併
設

今
ま
で
の
福
祉
事
業
法
の
規
定
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ
て
い
た
福
祉
事
務
所
の

業
務
を
明
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
社
会

福
祉
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
「
社
会

部
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
社
会
部
の
新
設
を
機
に
、
今
ま

で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た
青
少
年
対

策
を
一
元
化
で
き
る
体
制
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
社
会
課
に
青
少
年
対

策
室
を
併
設
し
、
青
少
年
係
と
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
と
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

を
お
き
、
青
少
年
行
政
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

-
ま
た
、
保
育
課
を
「
児
童
保
育
課
」

と
し
、
保
育
園
業
務
の
ほ
か
、
家
庭
児

童
お
よ
び
幼
稚
園
業
務
も
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

建
従 =ι
来 高文

i交部
f通に
t対
品策
f課
1を
J撃
i Q又

で
民
生
部
の
生
活
交
通
課
で
担
当
し
て

い
た
交
通
安
全
、
交
通
対
策
に
関
す
る

事
項
と
、
新
幹
線
並
び
に
高
速
自
動
車

道
促
進
を
含
め
た
道
路
交
通
問
題
の
総

合
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
部
に

「
交
通
対
策
課
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
積
極
的
な
交
通
施
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
生
活
交
通
課

は
廃
止
さ
れ
、
生
活
関
係
の
仕
事
は
公

害
課
か
ら
発
展
解
消
し
た
「
生
活
環
境

課
」
へ
移
り
、
生
活
環
境
全
般
に
わ
た

っ
て
の
関
連
づ
け
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
今
ま
で
い
く
つ
も
の
課

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
管
理
の
一
元
化

が
望
ま
れ
て
い
た
「
わ
し
ぱ
山
荘
」
は
商

工
部
観
光
課
へ
、
そ
し
て
上
田
公
園
の

各
施
設

四
月
一
日
か
ら
、
市
民
会
館
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
な
ど
市
の
各
施
設
の
使

用
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
使
用
料
に
つ
き
ま
し
で
は
、

前
回
五
十
一
年
四
月
に
引
き
上
げ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
数
年
間
の
経
済
状
況

の
変
化
は
、
施
設
運
営
に
厳
し
い
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
の
で
、
や
む
を
え
ず

今
回
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
珂
解
く
だ
さ
い
。

今
回
の
改
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は

国
凶
ル
昨
a
we
hp」
M
V
商
サ
田
川

1し
V

ア
i

、
崎
川
町
田
刑

41
，色

ab
爪
り

四
月
一
日
か
ら

に
限
っ
て
引
き
上
げ
を
し
、
個
人
が
使

用
す
る
場
合
の
入
場
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
据
え
置
き
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
団
体
な
ど
の
性
格
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
目
的
に
添

っ
た
も
の
で
あ
る

場
合
は
、
減
免
措
置
を
講
じ
、
優
先
、

専
用
使
用
で
き
る
な
ど
、
使
用
料
引
き

上
げ
に
よ
る
負
担
増
を
極
力
お
さ
え
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い。
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と
改
め
、
総
務
部
に
移
し
ま
し
た
。

ま
た
、
庶
務
課
を
「
総
務
課
」
と
し
、

行
政
組
織
の
業
務
を
充
実
し
ま
し
た
。

だ一一一(野証言語AZE) 第 812号~

まちゃ山を緑でつつもう

l 緑化木を無綿貫布 l 
自然保護を図るため、緑化を促進して豊かな郷土を

築こうと、 4月 1日から 1か月間「国土緑化運動」が

実施されます。市では各地で緑化木の頒布会をぬこよ

り行いますので皆さんでおでかけくだ さい。

内容=緑化木の苗木を一人一本あて、 先着順に 300本

無料で頒布します。

とき・ところ=4月19日(土) 市塩田支所駐車場

4月初日(日) 市川西支所駐車場

4月21日(月) 上野が丘公民館

どの会場も午前 9時と午後 1時からの2回て寸。

その他=会場では、林業機械展示。緑化木・盆栽・特

産品・工具などの展示即売会も行います。

えつ

交
通
対
策
課
を
新
設

従
来
の
商
工
部
新
幹
線
課
は
、

A
7
ま

山火事の防止はみんなで

山火事の発生しやすい季節とな りまし た。 ちょっと

した不注意から、例年山火事が多く発生 しています。

山に入ったら、タバコの吸いがら 、た き火に じゅ うぶ

ん注意してみんなで山火事を防ぎま しょう。

一(3)一一一昭和55年 4月1日 広報

口頭 j 
など各種の方法がありますが、選挙人の意志を公正で

自由に表明するには、投票によることが最も合理的と

考えられ、現在選挙は、投票によ って行われています。

投票の単位区域を投票区といい投票区ごとに投票所

が設けられ、投票はそれぞれ指定された投票所で行う

ことにな っております。上田市では56投票区に分けら

れ、し たがって投票所も56か所設けられております。

名簿 は選挙権のある人をあらかじめ登録しておいて

投票 のとき照合 す るこ とによ って公正を保とうとする

もので、投票区ごと に編成されています。

開票区は、投票終了後の投票箱を開被し投票点検し

その有効無効を決定するための単位区域で、上田市で

は 1か所 (清明小学校体 育館)で開票が行われていま

す。

開票区

働 く婦人の家てもは、下記により 婦人教室の受講生を

募集 します。皆さんお誘い合ってご参加 ください。

〈対象 者〉 市内に住んでいるか、勤めている婦

人。 全輯座、初心者が対象です。

無料 (ただし、テキ スト代、材料代

は実質)

4月13日旧)か ら同月 19日凶までに、

テキスト 代 、材料代を添えて申込ん

でくだ さい。

定員に なり 次第締切 ります。

電話での申込みはできま せん。

あなたも参加しましょう

料〉

〈申込み方法〉

選挙の知識

⑫

簿
名シ」区百一一小凡又

強
;

講〈受「働く婦人の家の l 

」一婦人教室受講生募集J

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今
回
の
改
定
に
あ
た
り
ま
し
で
は
、

団
体
な
ど
が
専
用
し
て
使
用
す
る
も
の

詳
し
く
は
、
各
施
設
に
む
問
合
せ
く

だ
さ
い

。

他〉

間 座 名 回数 |晦日 時 間 a 師 定員 • 周 備 考

料 理 月2回|月 午後6:∞-8:00
栄 養 土さん

24人 材料代 8回 (5月-12月)
(上回保健所)

毛 • 留 字 月2凶 火 午後6:∞-8:∞ 佐佐藤蔵鶴教園室さ)ん 40人 テキスト代 16回(5月-3月)
( 習字

ノ、〈 ./ 習 字 月2回 月 午後6:∞-8:∞ I 唐(上沢回東繁高校教夫諭さ)ん 40人 テキスト代 1 6~司(5月-3月)

" 
付 月2閉木・金 午後6:∞-8:∞ 1

須員寿美子さん 2クラス
なし 18回(5月-10月)

(寿美きもの学院) 80人

フラワーデザイン 月2回 金 午後6・∞-8・∞ '石川美和子さん 30人 材料代 7凶(5月-7月)(フラワーデザイナー) 一

ヨ長 道 月2回 ; 木 午後6・∞-8・∞ 松井宗里さん お人 |材料代 12回 (5月-10月)
I (裏千家)

和 議 i月2回 土 午後 1:30-3:30I 伊(伊倉倉手光芸教子室さ)ん 25人 なし 12回 (5月-10月)
ーーーーー

土 午後 1:30-3: 30 I 上(郷土原のでトまシり子教さ室ん) |材料代 I10回 (5月-10月)
郷 土のてまり 月2凶 25人

洋議リホーム |丹 2[ii] 土 午後 1:30-3:30I 小 (林洋象艶研究家子)さん 25人
材 料 代 12回 (5 月ー~ー1ー2ー月ーー~

ー-

• • 月2回 月 午後6:∞-8:∞ gi 藤 (森手芸研す究み子家)さん 25人 10倒 (5月ー12月)
ーー一一ー

手 • 月2回 火 I 午後6:∞-8:∞ IW (浦手編源教室子さん 1U悶 (5月-12月)
，ーー，ー

の〈そ〈上田市働く婦人の家・材木町ト2-2宮⑫2988)
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お知らせ
〈

4
月
1
日
か
ら
〉

え

し
尿
く
み
取
り
料
金

つ

ω
m
e
引
円
に
改
定

ロ
相
間
同

+
g
+
 

広

し

尿

く
み
取
り
料
金
を
次
の
よ
う
に

一
改
め
、
四
月

一
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

一
基
本
料
金
H
十
八
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
九

わ
十
一
円
で
す
。

開
制
付
加
料
金
H
作
業
に
要
す
る
距
離
が
三

縦
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
百
二
十

抑
制
円
。
六
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

ベ
二
百
七
十
円
で
す
。

一
注
意
事
項
H

し
尿
を
く
み
取

っ
て
も
ら

一
う
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

一
ま
し
ょ
、
フ
。

一一1、
通
路
に
障
害
物
を
置
か
な
い
で
く

別

だ

さ

い

。

第

2
、
便
そ
う
の
周
辺
は
、

く
み
取
り
ゃ

戸

す

い

よ

う
片
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ

寸，・t 押ヘ ー

:3育1"6百万古手面市河寸融通fijj~面干:
: 1980年度リトルリーグ信越連盟春季大会が
iはじまりました。開会式では地元を代表し
iて石井市長をはじめ関係者の歓迎のことば
iのあと、市長、教育長のバッテリーにより
i始球式が行われました。

3
、
く
み
取
る
と
き
は
、
立
ち
合
っ
て

量
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

4
、
料
金
を
支
払

っ
た
ら
必
ず
領
収
証

を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

5
、
く
み
取
り
の
申
し
込
み
は
、
三
、

四
日
前
に
し
ま
し
ょ
う。

二

種

混

合予

防

接

種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈対
象
者
〉

一
期
・
:
①
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
百
日
ぜ
き
に
か

か
っ
た
人
。
@
四
歳
以
上
の
人
で
、
三

岨
咽

種
混
合
の
一
期
を
受
け
て
い
な
い
人
。

た
だ
し
、
め
②
と
も
六
歳
ま
で
。

二
期
:
・
一
期
終
了
後
十
二
か
月
以
上

経
過
し
て
い
る
人
で
、
五
十
三
年
一
月

か
ら
三
月
ま
で
と
五
十
四
年
三
月
か
ら

四
月
ま
で
に
実
施
し
た
二
種
混
合
の
一

期
を
受
け
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

七
歳

半
ま
で
。

〈接
種
目
時
〉

一
回
目
四
月
二
十
二
日
側
、
二
回
目

五
月
二
十
日
側
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
同
二
時
三
十
分
。

〈接
種
場
所
〉

市
健
康
セ
ン
タ
ー

〈そ
の
他
〉

ー
、
当
日
は
対
象
者
の
体
温
を
計
り
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

2
、
問
診
票
は
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

3
、
三
種
混
合
で
一

期
を
完
了
し
て
い

る
人
は
、
二
期
も
三
種
混
合
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

A
7

回
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
民
会
館
の

清
掃
職
員
を
募
集

上
田
市
民
会
館
宮
⑫
0
7
6
2

資

格

1
市
内
に
住
ん
で
い
る
五
十
五

歳
以
下
の
女
性
。

人

員

l
清
掃
職
員
(
臨
時
)
一
名
。

勤
務
時
間

1
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
三
十
分
。

休

日

H
月
曜
日
。

給

与

H

市
役
所
の
規
定
に
よ
り
支
給
。

採
用
の
決
定
H

面
接
を
し
て
決
定
し
ま

す。申
込
み
期
間
H

四
月
十
八
日
幽
ま
で
に

直
接
、
市
民
会
館
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

日
曜
広
場
で

「
囲
碁
ま
つ
り
」

昭
和
四
十
五
年
に
始
ま

っ
た
日
曜
広

場
は
、
今
年
も
四
月
六
日
か
ら
十
月
末

ま
で
の
毎
日
曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
棋
院
上
田
支
部
と
海

野
町
商
庖
会
で
は
、
四
月
六
日
の
日
曜

広
場
で
「
囲
碁
ま
つ
り
」
を
次
の
要
項

で
聞
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
も
日
曜
広
場
の
中

に
囲
碁
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
職
場
対
抗

戦
、
認
定
大
会
、
女
流
・
チ
ピ

ッ
コ
大

会
な
ど
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
囲
碁
の
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と

き

・
:
四
月
六
日
間
、
午
後
一
時
か

ら。

と
こ
ろ
・
:
日
曜
広
場
(
海
野
町
)

内
容
・
:
①
碁
を
お
ぼ
え
た
い
方
に
フ

ロ
棋
士
が
指
導
し
ま
す
。
②
自
由
対

局
。
③
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
(
当

日
、
希
望
者
の
申
込
み
を
受
付
け
ま

す
。
た
、
だ
し
、
希
望
者
多
数
の
時
は

抽
選
に
で
行
い
ま
す
)
④
詰
碁
コ
ー

ナ
ー
。

主
催
・
:
日
本
棋
院
上
田
支
部
、
海
野

町
商
底
会
。

後
援
:
・
上
田
市
。

そ
の
他
:
・
当
日
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る

プ
ロ
棋
士
は
、
中
山
典
之
さ
ん
(
四

段
)
、
小
林
千
寿
さ
ん
(
五
段
)
、

近
藤
幸
子
さ
ん
(
四
段
)
で
す
。

移
動
採
血
車
に
よ
る

献
血
に
ご
協
力
を

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

尊
い
人
の
命
を
救
う
た
め
の
献
血
を
、

次
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。〈献
血
で
き
る
人
〉

①
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
。

②
前
回
の
採
血
か
ら

一
か
月
以
上
た

つ

て
い
る
人
。

③
過
去
六
か
月
以
内
に
妊
娠
し
た
こ
と

が
な
い
人
。

④
体
重
が
四
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の

男
性
お
よ
び
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
仁

の
女
性
。

⑤
現
在
、
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
。

へ持
ち
も
の
〉
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し お気軽にご相談を l 

55年度保健補導員きまる」

保健補導員さんは、今まで「母子保健推進員」として、妊婦の健康や育児問

題の相談にのってきましたが、このたび名称が「保健補導員」と改められ、業

務内容も母子だけでなく、成人から老人にいたるまでの健康にたずきわります。

岩岡皇皇子|踏入 2-18-16

松林光子 |踏入 2- 4 -14 

吉田竹美 |踏入 1- 6 -24 

久保山九女 |常国 3- 2 -56 

福島玉子 |常国 2-20-12 

長井正子 |常国 3ー 10-12

山田秋子 |常国 2-23-13 

滝沢志満 |常国 1- 9 -13 

黒崎ウタ |中央 2-24-3 

藤沢博子 |材木町 1- 2-49 

中沢舵子 l大手 1- 1 -83 

大石和か子 |中央 2- 1 -13 

小松文子 |大手 2- 1ー 13

柳沢光子 |天神 4-15ー 17

竹内きぬ江 |天神 3- 6 -25 

平野フジヨ |天神 4-22-6 

翠 川 洋子 |天神 1ー 7-10 

藤井?サ子 |中央 1- 8 -30 

塚田義子 l中央 2-11-20 

高橋晶子 |中央 3-14-3 

関 喜子 |中央 3-6-7

大脇玲子 |中央 4- 2ー 19

田中典子 |中央 4ー 14-6

上原よし l中央東 9-20 

浅野美千与 |中央東 4- 5 

依田 七五三子 |中央東13-27

岡田美喜子 |中央 6-10-10 

出野政子 l中央 6- 3 -16 

宮下長子 l中央 5-13-5 

春原範子 |中央 4ー 12ー 7

柳 沢房江 1中央 4- 7 -36 
宮沢芳子 l中央北 2- 9- 6
m哀 a 力 、 σ， ¥ ピド さ民 01ヒ1 一一 5 - 6 
相阻 止& 者等生 弓~ ¥ ・畢 カ <，主 "l. - 27-52. 

市の保健婦と連絡を密にして、皆きんの健康維持と病気の早期発見など幅広

く活動していただくことになりました。お気軽にご相談くだきい。(敬称略)

踏入 |公 22-27721踏入

踏入 |公 24-45461踏入

泉町 |公 24-34271泉町

北常田|公22-81961北常国

下常国 |公 22-80781下常国

上常国 l公 22ー 70591上常国

上常国|公24-25551上常田

中常国 |公 27-24591中常国

材木町 |公 22-02091材木町

材木町 |公 24-56401材木町

末広町 |公 23-30581末広町

松尾町 |公 22-26601松尾町

大手町 |公 22-18071大手町

南 天 |公 22-20521南天神町

泉 平 |喜 22二湿器 |泉平
北 天 |公 24-5571I北天神町

北 天 |公 24-4349I北天神町

鷹匠町 |公 22-5848I本町、鷹匠町

海野町 |公 22-2456I海野町、横町

j馬場町 |公 22ー 0440I馬場町、袋町 、回町

原町 |公 22ー 2167I原町

丸堀 l公 22-1607I丸堀

木 町 |公 24ー 7040I北大手、木町

上川原柳 |公 24-6993I上川原柳町

上川原柳 |公 22-5751I上川原柳町

下川原柳 |公 22-44171下川原柳町

愛宕町 i公24-2662I愛宕町

上鍛冶町 l公 22-7723I上鍛冶町、鍛冶町

上房山 |公 23-1344I上房山、下房山

上紺屋町 l公 22-17641上紺屋 町

柳 田丁 l公 22-0233I柳 田丁

事冊 目ヨ l壬:>22-6597I牽苛 a 
章子T aヨl壬:':::-24-44231藩好 日ヨ
巌斤 Bヨ ¥~23-2S22 I釆斤 也ヨ

楚f II1Tr宅空雪空= ilaC，百 !智
緑が丘 l公 27-1873I緑が丘

新屋 l公 22-9613I新屋

新 屋 l公 22-3377I新屋

城北 I公 22-00441城北

大久保あきお

武井八重子

和泉知子

土屋千代喜

富島ちょの

尾崎春子

武田?サエ

竹内百合子

宮井則子

中島宏子

細尾奈美子

堀内美枝子

関 とし

池田真弓

渡辺美耳目子

西沢かつ子

岡部あやめ

山崎 仙

中村英子

塚原みゆき

尾崎美代子

朝日 t尺 き くえ

宮原すみ子

六川りち

小林紀子

荒井やす子

吉沢すみを

山崎美喜子

イ云固 まさ 江

成沢いちょ

湯本俊子

西条智子

宅'i' 止』 辛口 そ子

布告 主尺 虫剤廃 刊 =

大屋83の14

大屋553

大屋岳27-5 

岩下121-1 

蒼久保1409

蒼久保436- 3 

みすず台南1469- 5 

国分1432

蒼久保1600

蒼久保1600

梅が丘500

梅が丘500

国分506

圏分 1- 5 -10 

下堀1140- 1 

久保林882

国分679-1 

畑山2730

伊勢山2359

I二聖子1234

住吉535

住吉1167

住吉1620

住吉3015

金井162-11

金井86

J二回 1401- 1 

上回 1056

古里68

古里392

」二聖子103

笹茎#字976

"d.ll! 1825 
キぞt，忙厨T2 -]3-]23 

自治会名

大屋

大屋

大屋

岩下

下青木

上青木

みすず台南

上沢

みすず台北

みすず台北

梅が丘

梅が丘

黒坪

上堀

下堀

久 保林

国分

畑山

伊勢山

伊勢山

長島

長島

金剛寺

大 久 保

金井

金井

宣t i尺

山口

西野竹

聖子 中T

新属

望~ *宇
多砧 li! 

a晶 E冒

連絡先

公35-1435

公35-0278

公35-0486

公36-2530

公35-0398

公36-3428

公35-1056 

暑 2~二誌鵠

公 36-2091

公 35-2464

公36-3140

公36-3556

公 22-8647

省 2~二 24持
公22ー 7146

暑 3~ご S133

公 24-9032

有 2-4911

有 2-5015

審z仁許認

主 2~ = ~~3ã
箸 2~ =~m
有 2ー 7251

蕃 2~ 二g号~~

吾 2~二~m

吾 2~ =~m
蕃22二H錯
蕃 22二 ~~gè

審22=誌29
有 2-5457

五I'2~=-m~ 
谷 2~ごm8
，"2室二お銭
安ごと24-4S06

受持自治会

大屋

大屋

大屋

岩下

下菅木

上菅木

みすず台南

上沢

みすず台北

みすず台北

梅が丘

梅が丘

県坪

上場

下堀

久保林

圏分

畑山

伊勢山

伊勢山

長島

長島

金剛寺

大 久保

金井

金井

tt i尺

山口

西野竹

野竹

神科新屋、富 iご.R.台

笹井

!.k 孟墨



京世t 芳子 中央 4ヒ2- 9- 6 |新 回 l公22-6597 新国 西条智子 笹井976 l笹 井 谷弓二m8 笹 井

疎開か町 中 央4ヒ1- 5- 6 新 囚 壬~24 - 4423 新国 型i' LlJ 辛口 守二 "dA 1825 主脅 屋翁 2~ 二言主総染 屋

側値 札、 ~"( r 降車力<[壬 1.-27 52 制干 日ヨ~ヨ::，量234 ー-2522 議If Bヨ 牟去 す尺 宏司区 千t キオフt<;a了2-13-123 豆島 E霊 五~24 - 4B06 I :!.む l!i'!.

'"  電車 r 
.h n、k Yi¥圃12(")40(，") .，寺 rn \ ~" - B292 軒子 rn 事。p Jj;{ 孟'" ・3巴 主釘 !ll:JSB2-一一1.7 芝~ F守 五去23由-2B.16 ぞ 手 Fヲ

-・ "量 亙且
M"......叫 6 且7 ，... 唱噴， III} ... 哩~2- ~副6υ -....軍事 側』

名
d、 ，目品 $乾 二I- 腕位争世484 司司圃・F 』ド ~f> ~) 2~ 冠王主λ r' 舞'"

向山 ，'，紀{. 車*が i呈 1- B - 11 観II!古書 Ii:. 王):27一一1873 製3主力電J'i: 樋口 さみ よ 樺戸66 主畢 手五 押，宥すーi" 2-4703 お書長 p 
寸、市 ~ ，，1!，.. 象量>'.1'1壬1-14 J2 輩庁 E量 壬:22一一9613 新屋 関 とL-"、 ;Jjミ均i.3993 ずTミ 勾主 2主二主主室主 事ミ 習昆

中村車 子 般 が 丘 1-14-15 新 量生 壬~22 - 3377 新屋 エE 村 タ ミエ 属生参事812 矢 t尺 谷 2~二tm タミ， t尺

青島栄 子 骨f害事羽生 5- 1 -15 相E 4ヒ 壬~ 22 - 0044 城北 佐藤たま志 岩苦t世fオく3593 岩 t育 水 翁 2~二2号~~ 岩 t青木

関川 百合子 最1<カ'1'王 2- 4 -20 緑が丘北 公 22-5912 融事由'E:.ヰヒ 声T 現主 ちカ、ひ 君IJ戸斤1611 院 1対 省38一手2号5 耳目所全域
北 島 秀 子 緑 が丘3078-12 縁カ、丘 北 公 24-4416 総が丘北 森 正子 51IJ戸斤237-3 大 湯 毛主38一手m 別所全域

松 村 公子 最量カず主主 3-10-13 緑 が丘西 公 27-1898 緑が丘西 田中 八重子 上本郷96 上本郷 省 38-~m 上 本 郷

中 沢久美子 三 好町550 三 好町 主主 23二2325 三 好町 手 塚 陽 子 下 本 郷 765 下 本郷 書38-22?? 下本郷

片 岡良子 'j，1枚526 牧 吾 2~二m~ 小牧 神 i章 芳 恵 五加953-1 五 力日 省 38-~m 五加

手 塚規子 諏訪形 892 諏訪形 公 24-7980 諏訪形 沓掛律子 五加1289-1 五 力日 主 38-m~ 五加

E墨 田 真 佐枝 留軍宜方汗芸1025 諏訪形 公 22-1767 諏訪形 小泉 史 小島91-1 上小島 審 38-m~ 上小島

手塚 かのえ 5頁)112907 手頁 )11 主23二:382 須川 者重口 はるみ 下小島267-6 下小島 主38322q 下小島

宮 下益子 中村1128 中 キ寸 主 2~ 二 ~g1l~ 中村 倉沢美代子 中野895 中 野 省3832tz 中野

武重和子 諏訪形1421 朝日ケ丘 壬と24-7935 朝日ケ丘 塩 板橋富子 {呆聖子36 イ呆 聖子 主38-mr 保野

積関正枝 御所455 御 所 省 2~二22ig 御所 藤沢達子 八木沢127 八木沢 省3813gs 八木沢、舞回

関 fこ It 御所赤岩54-168 御 所 告25二器嬰 御所 青地志げ子 中野201 -16 学海南 公 38-4550 学海南

14 I小出やよい 御所258-3 御 所 公 23-1650 御所 平坂すみ子 中野778-9 学海南 公 38-4801 学海南

田中 丈 中之 条709 中之条 省 2~ 二 ~8~è 中之条 田 犠入富貴子 古安曽591 平井寺 事38232占 平井寺

国中千代 中之条211 中之条 審23二2?gg 中之条 清水千代子 古安曽861 量令 子 主38222手 鈴子
西 沢 かつ み 千曲町1032ー 25 千曲町 公 22-1708 千曲町 水無瀬信子 古安曽1262 石 神 審38 2字詰 石神

工藤幸子 千曲町1071-14 千曲町 公 24-3595 千曲町 宮原満江 古安曽3285-3 相P t尺 公 38-2245 柳訳

工藤利子 秋辛口653 秋 辛口 主 22一語ã~ 秋和 28 丸 山 ヨシエ 下之郷462 下之郷 谷3823究 下之郷、桜

工藤紀子 秋辛口702 秋 手口 主22二誌誌 秋和 名 2中 麻子 下之郷343-2 下之郷 書 38 - ~~~~ 下之郷、桜

小岩井節子 上塩尻31 上塩尻 省22二g?22 上塩尻 西沢静江 富士山4391 奈良尾 審 38-il~õ1i 奈良尾

山崎きよ子 上塩尻527 上塩尻 審22二3823 上塩尻 峰村めく'み 富士山2838 中 車E 蕃38-1lm 中車E
母袋敏宇 下議員尻696 下塩尻 主 2~二 35% 下塩尻 高野よし江 富士山 1607-4 下 車E 害38一話器 下組

沓掛 置百 下塩尻329 下塩尻 公 24-0449 下塩尻 黒坂智恵子 前山359 東前山 審 38 -m~ 東前山、十人

塩川いづみ 上田原1027-1 川辺町 公 23-1358 川 ill匝T 小林きのえ 前 山891 新 田T 審38-mH 新町(塩田)

高柳知子 川ill田Jl159- 8 川 illlllJ 公 23ー 1614 )1日lllllJ 小 山 志ず子 西前山 1606 西前山 主3822T2 西前山
正村マサゴ 川辺町782-11 川 ill田T 公 24-8245 )11 illlllJ 芳坂千鶴子 山田1050 山 回 省38S525 山田

中村敏子 止二田原869-32 川 ill田T 事23二5g琵 川ill田T 吉野多満貧 手塚1046- 2 手 場E 暑38-gm 手塚

手塚安子 神畑775 神 土田 壬~27-0880 神畑 重固とみ江 野倉175 野 倉 書38 手8認 野倉

横山とり 神畑47-1 神 土田 番手 2宇野 神神 水沢隆子 仁古田608 仁古田 書3122莞 仁古田

竹興英子 東築地51-30 東築地 王と23-2824 東築地 西 沢 けさ み 問 166 岡 毛主 3 1 - ~~8~ 岡

近藤鈴 子 上田原 上田原 義 2~ 二2322 上田原
}II 
戸島紀和子 岡 1282-1 岡 害 31 -m~ 岡

上原典子 下之条662 下之条 王と24-8743 下之条 上原和代 浦野41 浦 聖子 告31-mo f爾 聖子
長 岡ま さ子 」二田原1204-16 倉 チ十 公 22ー 7753 倉升 西 井 沢 忍 越戸473 越 戸 公 31-2003 越 戸

田中典子 上田原1323 倉 チ十 主23二288t 倉 升 竹内ま さ子 浦野21-90 藤之木 暑 31 -~g符 藤之木

清 水 きくい 築地250- 1 築 1也 書 2~ 二~m 築地 和泉光子 上室賀 上 室賀 告31 32sg 上 室賀
清 水 久 子 吉田329 吉 回 審23二首位 吉 田 10 

古平義子 下室賀2117 下 室 賀 ~31 - 2736 下 室賀

坂 下 よ し子 福田93 福 回 審23二8322 福田
名
坂口則 子 ノj、募1187c7)5 泉 有 3-1630 小泉

上野好子 小泉2313 半 i白 盆 2~二千~~~ 半過 ノj、 キ本 貞 子・ 小泉1757 ノj、 泉 暑25二諸説 小泉

適当な所に張るなどしてご利用ください。
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だ一一一(摂証言語品説) 第 812号~

持
参
く
だ
き
い
。

献血日時と場所

月 日 時 間 場 -所ー-
午前10時から 一

4月6日(日) 正午まで
海野町日随広崎午後1時30分から

3時30分まで

4月11日幽
午前10時から 松尾町会館

正午まで (松尾町商底街)

えわ
ん
春
の
交
通
安
全
運
動

伝

4
月
6
日
j

4
月
日
日

一
四
月
六
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
「
春

一
の
交
通
安
全
運
動
」
が
、
全
固
い

っ
せ

一
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
昨
年
一
年
間
、
市
内
で
起
き
た
死
亡

引
事
故
は
六
件
で
、
六
人
の
人
達
が
亡
く

4

な
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら

畔
は
、
す
で
に
三
件
で
、
一
一
一人
の
人
達
が

和
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

刀
ロペ

こ

れ

ら
の
事
故
を
み
る
と
、
全
部
が

一

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
交
通
事
故

一

は
、
加
害
者
側
に
と
っ
て
も
被
害
者
側

刊

に

と

っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
も
の

一
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
常
に
安

全
に
気
を
配
っ
て
い
れ
ば
、
交
通
事
故

は
も
っ
と
も
っ
と
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

交
通
事
故
の
な
い
、
快
適
な
市
民
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
真

剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
動
期
間
中
、
市
内
で
は
主
に
次

の
よ
う
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
o

v
交
通
安
全
フ
ェ
ア

毎
年
聞
か
れ
て
い
る
日
曜
広
場
は
、

今
年
は
四
月
六
日
間
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
が
、
こ
の
初
日
に
あ
わ
せ
て
日
曜
広

場
で
「
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」
が
聞
か
れ

ま
す
。自
転
車
の
乗
り
方
コ
ン
テ
ス
ト
や
安

全
整
備
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ

イ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
安
全
の
願
い
を

込
め
た
風
船
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

ま
た
当
日
は
、
上
田
消
防
署
が
新
た

に
購
入
し
た
三
十
五
メ
ー
ト
ル
ハ
シ
ゴ

消
防
車
や
救
助
隊
の
実
演
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

V
老
人
交
通
安
全
大
会

四
月
十
二
日
凶
の
午
前
中
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
老
人
交
通
安
全
大
会
」

が
聞
か
れ
ま
す
。

パ
ト
カ

ー
や
白
バ

イ
の
展
示
、
交
通

事
故
写
真
展
、
交
通
安
全
音
頭
や
踊
り

の
講
習
、
映
画
会
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

交
通
安
全
に
対
す
る
心
構
え
が
身
に
つ

く
半
日
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
街
頭
指
導
実
施

期
間
中
、
上
田
駅
前
b

ー歩
行
者
の
多

い
街
頭
で
歩
行
者
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
に
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
老
人

や
子
供
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん

に
安
全
歩
行
指
導
を
し
ま
す
。

V
こ
の
ほ
か
、
こ
の
運
動
を
機
会
に
老

人
、
婦
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
安
全

教
室
開
催
の
普
及
、
歩
行
者
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
道
路
環
境
の
点
検
な
ど

積
極
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
場
合
が
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
角
度
調
整
が
悪
か

っ
た
り
曇
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

訪
問
販
売
にご

注
意
/

最
近
、
訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
苦
情

が
増
え
で
い
ま
す
。

ご
主
人
の
い
な
い
時
な
ど
を
ね
ら
い
、

主
婦
が
半
ば
強
引
に
契
約
を
結
ば
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
手
口
が
多
い
よ
う
で

す。
あ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
家
庭
内
で
よ
く
相
談
し
て
か
ら

決
め
る
と
か
、
不
安
が
あ
っ
た
ら
は

っ

き
り
断
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い
う

場
合
は
、
四
日
間
以
内
な
ら
無
条
件
で

解
約
で
き
る
「
ク
リ
ー
ン
グ
・
オ

7
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
書
面

(
内
容
証
明
郵
便
を
利
用
し
ま
す
。
消

印
の
日
付
が
、
契
約
日
か
ら
四
日
以
内

な
ら
有
効
で
す
)
で
、
解
約
の
意
志
を

示
し
ま
し
ょ
う
。

諏
訪
御
柱
に
よ
る

今
年
は
諏
訪
の
御
柱
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
上
田
か
ら
も
大
勢
の
人
が
見
学

に
行
か
れ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当

日
、
諏
訪
周
辺
は
相
当
大
が
か
り
な
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
田
か
ら
の
道
筋
も
次
の
よ
う
な
規

制
を
受
け
ま
す
の
で
諏
訪
・
岡
谷
方
面

へ
マ
イ
カ
ー
で
お
出
か
け
の
人
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
0

0
山
出
し
:
・
四
月
十

一
日

1
十
三
目

。
里
び
き
:
・
五
月
十
日

1
十
二
日

こ
の
間
、
国
道
一
四
二
号
線
(
和
田

峠
)
東
餅
屋

1
大
社
通
四
ツ
角
は
、
午

前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
車
両
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

う
回
路
|
長
門
町
新
屋
か
ら
白
樺
湖

経
由
茅
野
ま
わ
り

長
野
県
老
人
大
学

東
信
学
部
の
学
生
募
集

社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
7
8

最
近
、
学
習
意
欲
お
う
盛
な
お
年
寄

り
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
お
年

寄
り
を
対
象
に
、
今
年
も
長
野
県
老
人

大
学
東
信
学
部
で
は
、
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

場

H

上
回
合
同
庁
舎
。

学
習
期
間
H
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
二
十
日
間
。

学
習
時
間
H
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
一
日
約
四
時
間
。

学
習
内
容
H

健
康
管
理
と
社
会
福
祉
、

社
会
と
老
人
、
一
般
教
養
、
政
治
・

経
済
・
社
会
問
題
な
ど
。

入
学
資
格
H
市
内
に
住
ん
で
い
る
お
お

む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、
心
身
と

も
健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
、
地
域

福
祉
に
積
極
的
な
人
。

定

員

H

百
名
。

申
込
期
間
H
四
月
十
九
日
ま
で
。

申
込
先
H
社
会
諜
に
願
書
が
あ
り
ま
す
。

須川湖釣り場

交
通
規
制

4月6日(日)オープン

当日無料開放

(須川湖観光協会)
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フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

4
月
刊
日
⑨
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

総
合
施
設
、
上
田
市
自
然
運
動
公
園
の

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
」
が
、

四
月
十
八
日
働
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ご
家
族
、
職
場
グ
ル

ー
プ
、
友
達
同

志
で
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開

園

H

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
。

(
ス
タ
ー
ト
の
受
付
け
は
午
後
三
時

ま
で
で
す
)

入
場
料
H
大
人
二
百
円
、
小

・
中
学
生

百
円
。

注

意

H
管
理
棟
で
必
ず
受
付
け
を
し

て
か
ら
、
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

えつ
ロ
町
田

主
#
宇広

一旦
上
小
美
術
展
と

-

5

0
一

H

3

作
品
募
集

日
可

I

llit-
-
-
I
ll
1
11
1
I
l
l
i
-
-

綴

上
小
美
術
会
事
務
局

印
刷

宮

⑫

4
8
1
6

幻
樋

|
1
Il
li
-
-
I
l
l
i
-
-
lil--

印刷

上
小
美
術
会
で
は
、

地
域
の
美
術
文

/
「

化

の
振
興
の
た
め
次
に
よ
り
上
小
地
区

一
周
辺
の
皆
さ
ん
か
ら
作
品
を
公
募
し
、

一

展
覧
会
を
聞
き
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆

一
さ
ん
が
ご
観
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

げ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

別

会

期

日日
四
月
十
八
日
幽
か
ら
同
月
二

第

十

二

日

ω。

，
A
P冒

岨

a'
H
f
鉛
悟
ム
ロ
匝
脚
"
'ポ
枯
陣
。

作
品
の
種
類
H

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
。

出
品
点
数
H
各
部
と
も
一
人
二
点
ま
で
。

搬

入

H
四
月
十
七
日
附
午
後

O
時
三

十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分
。

搬

出

H

四
月
二
十
二
日

ω午
後
五
時

か
ら
同
六
時
。

出
品
料
H

二
千
円

(
た
だ
し
、
二
部
以

上
に
出
品
す
る
人
は
、
各
部
ご
と
に

二
千
円
)

出
品
要
領
H
絵
画
は
額
に
入
れ
、
裏
に

ク
ギ
な
ど
を
打
っ
て
針
金
を
つ
け
、

す
ぐ
飾
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

賞
1
市
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞
、
上
小

美
術
会
賞
、
新
人
賞
、
努
力
賞。

科
学
研
究
費
助
成
金
の

手
続
き
は
お
早
目
に

長
野
県
科
学
振
興
会

宮

0
2
6
2
⑮
4
3
3
4

市
役
所
商
工
課
商
工
係

宮

⑫

4
1
0
0内
線

3
0
3

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
県
内
の

科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
次
に

よ
り
科
学
研
究
費
助
成
金
の
申
請
を
受

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
目

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
H

県
内
で
科
学
(
自
然
科
学
に

限
る
)
の
研
究
を
し
て
い
る
個
人
、

ま
た
は
団
体
。

た
だ
し
、
研
究
、が
す
で
に
完
成
し

て
い

6
4むの
、
居間
。九
M

M
{

元世川酬
し
、
手
、

部
落
差
別
は
、
ど
う
し
て
今
日
ま
で

残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
明
治
四
年
八
月

の
実
用
化
、
企
業
化
の
費
用
に
あ
て

る
も
の
は
除
き
ま
す
。

区
分第
一
部
日

一
般
(
第
二
・
三
部
を
除

く
)

第
二
部
H

小

・
中
学
校
、
高
等
学
校

の
教
員
。

第
三
部
U
大
学
、
研
究
所
の
専
門
研

究
者
(
大
学
講
師
以
上
お
よ
び
学

生
を
除
く
)

受
付
期
間
H

四
月
三
十
日
嗣
ま
で
。

手
続
き
・
申
込
先
H
決
め
ら
れ
た
申
請

書
類
二
部
を
県
科
学
振
興
会
上
回
支

部

(
市
役
所
商
工
課
)
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
の

ア
イ
ド
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
の
ア
イ
ド

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ア
イ
ド
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
、
た

と
え
ば
、
人
、
動
物
、
植
物
な
ど
の
素

材
を
使

っ
て
簡
易
保
険
の
イ
メ
ー
ジ
を

絵
(
イ
ラ
ス
ト
)
で
表
現
し
た
も
の
で

「あ
れ
は
簡
易
保
険
の
こ
と
だ
な
」
と

連
想
さ
せ
る
も
の
を
い
い
ま
す。

資

格

H
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
H
①
縦
・
横
十
叩
以
内
の
白

い
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
紙

質
は
聞
い
ま
せ
ん
。
②
使
用
す
る
色

川
竺

ニ
曲
】
川
M
'嗣門
令
、
ふ

1
。

爪

山
UK
汁

ロ

聞

に

仲
凶

作
庄

元
藩
主
は
華
族
、
武
士
は
士
族
そ
の
他

平
民
と
い
う
新
し
い
身
分
制
度
が
生
ま

れ
ま
し
た。

所、

氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

締
切
り
H
五
月
三
十

一
日
(
当
日
消
印

有
効
)
ま
で
。

応
募
先
H

一T
一
O
O
東
京
都
千
代
田

区
霞
が
関

一
|
三
|
二

郵
政
省
簡

易
保
険
局
外
務
課
ア
イ
ド
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
係

お
間
合
せ
H

お
近
く
の
郵
便
局
。

賞
H

特
選

一
点
、
タ
テ
お
よ
び
副
賞
十

万
円
。
入
選
三
点
、
同
五
万
円
。
佳

作
二
十
点
、

タ
テ
お
よ
び
賞
品
。

な
お
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が

脳
相

-boれ
宇
:
1
0

し
そ
の
後
の
た
び
重
な
る
戦
争
の
た
め

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
戦
後
を
迎
え
た

わ
け
で
す
。

企 3月8目、中央公
民館で54年度母子
家庭などの小中学
入学児童および中
学校卒業児童激励
祝会が行われまし
た。

砂3月16目、常国池
~大日ノ木間往復
13.1kmの勤労青年
ロー ドレース大会
が行われました。

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
た
ば
こ

は
、
一
箱
(
二
十
本
入
)
で
約
二
十
四

円
九
十
四
銭
、
一
年
間
で
三
億
四
千
五

百
万
円
(
五
十
三
年
度
実
績
)
が
た
ば

こ
消
費
税
と
し
て
市
の
収
入
に
な
っ
て

お
り
、
明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い
街
e

つ

く
り
の
た
め
に
大
き
な
財
源
と
な

っ
て

い
ま
す
。

出
張
や
旅
行
の
と
き
も
、
た
ば
こ
は

事巾
品
門
で
回
H

っ
て
向
付
き
ま
し
ょ
・
7
0

の
先
生
は
こ
の
差
別
を
だ
ま
っ
て
み
て

い
る
か
、
中
に
は
自
分
か
ら
先
に
立
っ

て
差
別
す
る
有
様
で
し
た
。



えつ一(7)一一一昭和55年4月1日 広報

f 上岡市中小企業融資制度「

L_4月1日から一部変更」

L』盟笠空る.
〈商工課商工相談所宮⑫4100内線304)

.新しい制度を設けました

川、

同
五
万
円
。
佳

作
二
十
点
、
タ
テ
お
よ
び
賞
品
。

な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が

贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
は
団
体
。

た
だ
し
、
研
究
が
す
で
に
完
成
し

て
い
る
も
の
、

研
究
が
完
成
し
、
そ

部
落
差
別
は
、
ど
う
し
て
今
日
ま
で

残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
明
治
四
年
八
月

「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
皆
平
等
に
な
り

四
民
平
等
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
と
い
う

の
は
、

O
武
士
の
特
権
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

O
士
、
農
、
工
、
商
そ
の
他
賦
民
の

身
分
が
な
く
な

っ
た

O
今
ま
で
苗
{
子
を
使
え
な
か
っ
た
農
民

そ
の
他
の
人
達
も
苗
字
を
使
え
る
よ

う
に
な

っ
た

O
結
婚
も
職
業
を
選
ぶ
こ
と
も
自
由
に

な
っ
た

こ
れ
を
み
る
と
表
面
的
に
は
平
等
に
み

え
ま
す
が
、
果
し
て
平
等
に
な

っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
戸
籍
の
上
で
は
皇
族
、

〈融資の種類〉

1.大型庖対策特別近代化資金

2.不況対策特別資金(転業資金)

〈対象者〉

1.大型庖の進出により、大きな影響を受ける卸

小売業を営む人。

2.現在営んでいる事業を縮少しつつ事業転換す

る人0

.限度額・貸付金利の改定

い
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
紙

質
は
聞

い
ま
せ
ん。

②
使
用
す
る
色

は
三
色
以
内
で
す
。
③
作
品
に
は
住

元
議
主
は
華
族
、
武
士
は
士
族
そ
の
他

平
民
と
い
う
新
し
い
身
分
制
度
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

明

治
五
年
の
壬
申
戸
籍
で
同
和
地
区
の
人

た
ち
が
旧
、

エ
夕、

雑
業
な
ど
と
書
か

れ
た
り
新
平
民
と
呼
ば
れ
、
差
別
は
な

く
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
か
っ
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
対
す

る
差
別
意
識
も
な
く
な
ら
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

大
正
の
初
期
心
あ
る
同
和
地
区
の
人

た
ち
の
中
に
、
解
放
の
運
動
が
始

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
六
年
政
府
は

地
方
改
善
事
業
と
し
て
同
和
問
題
を
と

り
上
げ
、
大
正
九
年
始
め
て
部
落
改
善

費
を
予
算
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。
し
か

融資の種類 限度額 返済期限 金利

運転資金 500万円以内 3年以内 7.00% 

設備資金 1，000万円以内 6年以内 7.25% 

小規模企業
300万円以内 3年以内 6.50% 事業資金

独立開業資金 500万円以内 5年以内 7.25% 

大型庖対策資金 700万円以内 5年以内 6.75% 

不況転業 資金 700万円以内 5年以内 6.75% 

く
り
の
た
め
に
大
き
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す。

出
張
や
旅
行
の
と
き
も
、
た
ば
こ
は

市
内
で
買
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

し
そ
の
後
の
た
び
重
な
る
戦
争
の
た
め

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
戦
後
を
迎
え
た

わ
け
で
す
。

ま
た
教
育
に
お
い
て
も
そ
う
で
し
た
。

明
治
五
年
学
校
制
度
が
始

つ
で
も
学
校

に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
中

に
は
部
落
の
子
ど
も
を
就
学
免
除
と
し

て
学
校
に
入
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

別
に
分
教
場
を
作
り
、
一
緒
に
勉
強
さ

せ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

明
治
の
終
り
頃
に
な
っ
て
も
、
経
済
力

や
能
力
が
あ
っ
て
も
「
身
分
調
査
の
結

果
入
学
を
許
可
せ
ず
」
と
し
て
上
級
学

校
に
も
出
ら
れ
な
い
有
様
で
し
た
。
学

校
の
中
の
生
活
で
も
、
部
落
出
身
の
子

供
に
対
す
る
差
別
が
公
然
と
行
わ
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
態
の
時
、
多
く
の
学
校

お申込方法=融資申込書は、商工諜で面談の上、

渡しします。

金融相談=毎月16日から月末まで行いますが、随

時、相談に応じます。

の
先
生
は
こ

の
差
別
を
だ
ま
っ
て
み
て

い
る
か
、
中
に
は
自
分
か
ら
先
に
立
っ

て
差
別
す
る
有
様
で
し
た
。

戦
後
三
十
年
、
よ
う
や
く
に
し
て
今
初

め
て
す
べ
で
の
学
校
で
正
し
い
部
落
問

題
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に
よ
る
事

業
の
完
全
実
施
と
、
社
会
教
育
、
学
校

教
育
を
通
し
て
す
べ
て
の
人
び
と
に
同

和
問
題
を
正
し
く
理
解
さ
せ
る
と
と
も

に
差
別
に
対
す
る
意
識
を
か
え
る
こ
と

に
よ
り
、
部
落
解
放
の
明
る
い
見
通
し

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

品村L司h世ι司科守#釘吉弘司泌号事&需品ヲボ&需品弔辞官科官事勾#ι骨阿世甘均持甘~何世常世

第30岡産直デー

4月15日ω

つ
づ
く

〈生活環境課生活係官⑫4100内線295)

140円位

紅さけ切り身

一切(約70g) 110円

市内産直協力庖

95円位

こ 総生ご Ir 
新小女子干し

100g 

近海大型鮮さぱ

ー尾

① 

② 

③ 

目

取担庖

品
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くらしを守るあなたの国民年金

(国保年金課国民年金係官⑫4100内線284・有線②0711)

野

竹

東
五
加

御

所

大

湯

③ 

大

尾

八
五
四
七
九

一

七
一

日
山
秀
蔵
さ
ん

山
浦
喜
雄
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
材
木
町
)

武
井
八
千
代
さ
ん
神
科
新
屋

細

川

蔦

代

江

さ

ん

諏

訪

形

半
田
き
よ
さ
ん

A

屑

升

竹

内

ク

ニ

さ

ん

御

所

池

田

う

め

き

ん

上

田

原

鈴

木

ミ

ツ

ヨ

さ

ん

院

内

鎌

田

喜

久

雄

さ

ん

中

村

橋

詰

武

さ

ん

中
央
五
丁
目

(上
川
原
柳
町
)
八
五

宮

沢

つ

ぎ

子

き

ん

国

分

七

O

石

井

は

な

さ

ん

半

過

七

二

室
賀
忠

次

郎

さ

ん

下

組

七

九

落

合

か

す

い

さ

ん

新

田

八

九

保険料の前納は4月30日までに

国民年金法の一部が改正きれ、保険料が 4月から月

3，770円に改定きれました。

加入きれている皆きんは負担が大きくなるわけですが、

将来、より よし・、老齢年金を受けることを考えていただき、

ご理解のうえ、ご協力をお願いします。

4月は、 国民年金保険料を l年分(55年4月-56年3月)

前納でき る月です。期間は 4月30日制までです。

前納きれますと、保険料が1，090円割引かれ、 45，240円

のところ44，150円で納付でき、お得です。また、年 4回

の納入の手聞が省け、納め忘れなどもな くな ります。

前納を希望きれる人は、自治会の国民年金協力会長さ

んへお申出くだきい。
七
五

久
保
林

七八 六八七八七七
四 二八 O 二七一七

西
沢
春
f
T
さ
ん

松
野
正
之
さ
ん

中
央
北
二
丁
目
(
新
聞

)

柄

沢

喜

美

代

さ

ん

大

日

木

原

の

ぶ

さ

ん

五

加

久

保

田

基

一

さ

ん

小

井

田

山
浦

浩
さ
ん

国
分
一
丁
目

(上
堀
)

丸
山
房

雄

さ

ん

上

田

原

沓
掛
小
枝
さ
ん

中
央
六
丁
目
(
愛
宕
町
)

杉

崎

い

さ

を

さ

ん

町

吉

田

下
村
み
ね
さ
ん

川
辺
町

古

平

ミ

ト

さ

ん

分

去

清

水

ち

か

さ

ん

矢

沢

増

沢

志

ゅ

う

き

ん

西

前

山

小
山
菊
子
さ

ん

下

之

郷

清
水
秀
樹
さ

ん

築

地

田
中
操
士
口
さ
ん

中
央
北
二
丁
目

(新
田
)

渡
辺
れ
ん
さ
ん

林
之
郷

金

井

幸

男

さ

ん

大

久

保

足

立

三

五

郎

さ

ん

上

塩

尻

斉
藤
よ
し
の
さ
ん

踏
入

一
丁
目
(
泉
町
)

唐
沢
雪
子
さ
ん

中
央
二
丁
目

(大
手
町
)

水

沢

ま

す

さ

ん

岡

池

田

卯

一

さ

ん

上

塩

尻

平

田

新

次

き

ん

下

之

郷

伊
藤
忠
郎
き
ん

常
田
二
丁
目
(
上
常
国
)

江
藤
春
栄
さ
ん

市
ヤ
市
穴

-
-
T
J
悶
闘
ハ
休
明
町
叫
〉

八
四

六四
六 四

細
谷
昭
夫
さ
ん

渡
辺
ゆ
き
さ
ん

花
岡
、
」
う
さ
ん

中
沢
ぎ
ん
さ
ん

宮

崎

毅

さ

ん

竹
村
善
吉
さ
ん

常
磐
城
三
丁
目
(
諏
訪
部
)

増

沢

今

朝

輿

さ

ん

上

手

田
中
秀
雄
さ
ん

中
央
西
一
丁
目

(鎌
原
)

金
井

口
ク
さ

ん

金

井

中
村
は

っ

き

ん

倉

升

小

林

忠

雄

き

ん

岩

門

荒
井

亮

さ

ん

林

之

郷

市
村
博
こ

さ

ん

手

塚

増
田
吾
郎
さ
ん

中
央

一
丁
目

(
松
尾
町
)

長

島

岩
消
水

下
本
郷

中
之
条

小

泉

八
三
七
七
八
四
五
三

一七七七八六八五
七八三八 O 九五六

七七七七
七五 O ー

六
六

七六八六
三 四五九

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

七
0 

七
九

三
九
七
二
八
三
八
四
八
七

杉
浦
つ
る
よ
さ
ん

北
川
志
ん
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
海
野
町
)

松

野

龍

さ

ん

新

回

高
寺
福
治
き
ん

中

野

大

林

常

三

郎

さ

ん

鈴

子

石
原
一
市
さ
ん

中
央
六
丁
目
(
愛
宕
町
)

野

口

清

き

ん

中
央
六
丁
目
(
愛
宕
町
)

佐
藤
五
市
き
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
新
田
)

春

原

英

雄

さ

ん

林

之

郷

竹
内
純
一
郎
さ
ん

踏
入
二
丁
目
(
踏
入
)

武

田

勝

雄

さ

ん

十

人

西

沢

光

雄

さ

ん

御

所 保

七
O
八
二

六
五
七
八
八
一
四
八
六一一
七
九

七
九

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

て

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う
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に
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一
、
産
業
を
伸
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し
、
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に
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気
に
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す
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一
、
平
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と
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由
を
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、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
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